
第
ご
巻
　
　
紹
　
介
　
　
薗

書

育
整
備
し
專
門
史
家
績
出
ぜ
る
に
掬
ら
す
、
談
臭
の
鳳
史
家
の
醸
望
管
礒
に

及
ば
ざ
る
は
識
者
の
一
考
を
瀕
は
す
べ
．
き
も
の
な
り
ミ
ゼ
る
轄
蓋
・
し
本
学
掌

篇
の
圭
旨
な
る
が
如
し
。
さ
れ
ば
是
等
諸
大
家
の
評
傳
に
於
下
。
、
曲
灘
ト

勘
す
る
観
察
重
き
を
占
め
、
最
後
の
章
「
歴
史
家
ぐ
』
そ
の
図
版
者
」
の
如
き
、

全
く
こ
の
見
地
よ
宛
附
加
ぜ
ら
れ
し
も
の
鳳
り
。
鳩
目
に
本
書
は
，
嚴
正
な
る

意
味
に
於
け
る
史
攣
史
ご
し
ず
、
は
不
＋
分
な
ろ
を
免
れ
ざ
れ
ざ
も
、
か
、
る

着
眼
跳
よ
日
り
覆
察
す
る
も
の
に
は
戯
ハ
薩
甲
灘
沐
｝
飯
側
…
迎
ぐ
」
い
ふ
べ
く
、
兎
に
角
こ

の
時
期
に
於
け
ろ
来
國
史
．
墨
界
に
間
す
ろ
知
識
を
求
む
ろ
人
士
に
は
勘
か
ら

ざ
る
便
盆
を
遡
ハ
か
る
若
誰
凹
な
る
べ
・
し
O

　
　
　
　
翻
》
、
艦
列
傷
5
　
姻
嵯
瀦
劔
弓
臨
隅
　
簿
o
H
）
二
一
9
ご
g
罵
　
o
門
二
δ

　
　
　
　
　
O
器
糞
ノ
く
旨
●
累
。
箋
鴫
。
同
ぎ
同
豊
ひ

　
著
者
の
序
言
に
繰
れ
ば
水
書
は
欧
洲
現
代
の
外
交
史
を
考
察
す
る
も
の
、

爲
に
q
O
藁
む
O
O
搾
六
ら
し
む
る
目
的
を
以
て
著
さ
れ
し
も
の
な
り
O
第
一
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
へ
　
　
お
　
　
ル
　
わ
　
　
つ
　
　
も
　
　
れ
　
ぬ

に
は
一
八
七
八
年
伯
林
會
議
以
後
に
於
け
る
謡
曲
國
際
寡
婦
の
画
展
を
叙
・
し

第
ご
篇
に
は
薪
期
の
外
交
に
現
れ
れ
ろ
霧
雲
腎
参
・
・
睾
。
互
・
。
霧
、
費
し

て
魯
。
屋
σ
q
三
二
h
緊
p
ぎ
⇒
・
。
・
u
。
嵩
p
・
ご
ご
）
一
。
ヨ
p
。
ざ
ド
一
H
艦
。
一
。
・
冒
凶
p
一
ノ
4
。
門
一
（
び

二
ざ
Ω
さ
毒
9
0
h
同
、
島
穏
。
9
）
ヨ
一
9
ゴ
（
國
民
主
義
、
産
業
政
策
、
殖
艮
政
策
輿

論
の
興
越
を
詣
す
）
を
設
き
、
第
三
篇
に
は
現
戦
役
の
終
結
に
俘
ふ
讃
賜
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
へ
　
あ
　
　
へ
　
な
　
や
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
解
央
や
擦
想
し
て
、
軍
事
、
外
交
上
の
推
測
よ
り
協
繭
翻
の
要
求
職
剥
の

ぬ
　
　
ヘ
　
へ
　
　
ぬ
　
あ
　
へ
　
ぬ
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

分
配
釧
題
　
土
耳
・
古
の
灘
～
命
に
及
び
、
更
に
猫
逸
駿
…
勝
の
炉
場
合
を
論
ご
、
戦

r
第
三
號
　
　
一
五
四
　
（
五
二
五
）

後
の
國
際
外
交
、
門
主
的
勢
力
を
設
き
鰻
後
の
第
四
篇
に
は
合
衆
國
ミ
獣
湖

列
星
あ
綿
係
を
舞
し
、
迂
り
．
．
ぎ
・
ま
。
．
三
茸
。
だ
、
ζ
、
集
q
、
、
戦
役
F

鍛
す
る
米
の
態
度
、
隣
防
聡
題
、
来
國
ミ
挙
綴
問
題
を
蓮
べ
、
巻
尾
に
籍
便

な
ろ
｝
艶
…
・
唾
琶
・
）
・
を
附
ゼ
り
。
兎
に
角
一
般
阿
に
し
て
・
す
、
、
。
三
・
り
｝
、

な
る
を
雛
的
ミ
ぜ
る
山
小
雌
U
に
現
代
μ
外
交
の
大
勢
を
知
ら
・
し
む
べ
吾
・
婿
箇
の
邸
ず

引
☆
る
べ
し
O
〔
以
上
柿
…
封
）

　
　
　
　
　
　
　
や
　
お
や
　
も
　
ゑ

　
　
　
　
　
あ
　
セ

　
　
　
　
麟
中
支
那
及
爾
支
那
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
地
學
悩
會
碧
…

　
　
東
京
坤
學
協
曾
の
支
郡
調
査
事
業
は
明
治
四
十
三
年
よ
り
始
ま
り
、
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
る
　
も
　
ヘ
　
へ

第
一
國
の
調
査
職
出
馨
」
し
て
大
正
二
年
暢
子
江
流
域
を
出
し
れ
う
が
、
本
書

ば
興
れ
に
次
ぐ
も
の
主
こ
し
て
理
學
士
野
田
勢
次
郡
筑
の
踏
査
研
究
の
結
果

な
り
、
章
を
分
う
て
食
置
及
瞠
劃
、
地
形
、
疑
心
、
住
民
、
入
ロ
及
都
色
、

交
書
、
礒
業
§
し
完
備
し
れ
ろ
｝
、
の
地
方
誌
鳳
れ
こ
も
、
就
中
着
者
の
主
力

を
注
ぎ
れ
る
は
地
質
地
形
等
の
自
家
的
方
面
に
し
て
、
本
地
城
を
南
北
の
地

帯
構
造
線
に
よ
り
て
、
印
度
支
那
山
糸
、
酉
郡
高
猿
地
轡
、
中
央
地
溝
聲
、
東
蹴

地
史
帯
，
沿
海
山
地
楚
に
分
ち
、
蘇
に
其
鍛
後
の
郎
分
郎
ち
爾
嶺
の
大
蔀
分
の

地
質
構
鵬
氾
に
於
て
1
1
從
來
の
差
脚
開
に
製
・
し
て
一
の
解
提
を
與
へ
れ
り
。
次
ド
げ

ヘ
　
　
へ

永
系
に
就
き
て
も
，
各
河
流
を
源
流
、
上
流
、
旨
甲
流
曳
下
流
に
分
ら
て
、
共

流
路
の
地
質
、
地
形
亡
の
關
係
を
明
か
に
で
う
に
カ
め
、
本
支
流
を
含
ぜ
う

も
　
ヤ
　
も

流
漁
協
を
添
付
ぜ
る
等
、
郵
丈
の
地
理
書
亡
・
し
イ
、
は
薪
新
な
る
試
み
ミ
謂
ふ

　
　
　
　
も
　
へ
　
　
　
ぬ
　
ペ
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

べ
・
し
、
爾
佳
畏
、
亦
奇
遡
、
藻
業
の
蔀
は
着
覗
済
の
實
三
一
に
墨
摺
り
る
・
も
の
、
み
に
．



あ
ら
ざ
れ
こ
も
、
從
來
の
認
遽
方
法
よ
り
遽
み
て
、
其
等
が
自
然
に
如
側
に

影
響
ゼ
ら
る
・
か
に
意
を
屑
び
黙
り
。
水
書
中
門
む
る
多
く
の
地
圃
窺
眞
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
ヘ
　
セ
　
　
　
へ
　
あ
　
ち
　
　
　
む

は
何
“
も
出
色
の
も
の
鳳
う
が
、
蘇
に
繭
者
に
て
は
山
勢
圓
．
水
系
嗣
，
地

　
や
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
や
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
も
　
　
ヘ
　
　
ゼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

へ
　
も
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
む
　
　
も

方
語
湯
壷
民
労
霜
圃
貨
鱗
…
流
布
塵
城
障
後
議
に
て
は
編
建
禽
醍
門
口
遡
及
醐

漁
瀞
南
伽
轡
珍
、
瀞
蓋
置
沁
泌
郵
蜘
胞
瀞
騨
⑳
蝉
⑳
聯
沙
柳
都
響
雨
催
拭
地

理
攣
的
懸
案
を
主
こ
し
れ
ろ
蕃
者
の
新
工
夫
に
球
れ
る
も
の
ミ
す
。
之
を
要

す
る
に
、
在
來
の
支
那
に
於
け
る
藤
地
理
書
乃
至
臨
洋
人
の
報
皆
等
よ
サ
更

に
進
み
れ
る
研
究
に
し
て
竃
祭
瀞
弱
な
る
多
く
の
材
糾
を
蒐
集
し
て
編
纂
織

る
地
誌
ご
同
日
の
論
に
あ
ら
す
。
從
來
種
々
の
黙
に
於
て
不
明
な
り
し
本
地

城
殊
に
爾
支
那
の
地
質
地
形
が
碧
者
に
よ
っ
て
積
確
實
に
知
ら
れ
、
鎚
っ
て

・
東
距
の
地
帯
構
造
を
詠
む
ろ
上
に
資
す
る
所
紗
か
ら
す
。
溜
れ
本
書
を
以
て

｝
般
の
支
那
地
誌
研
究
資
料
ζ
し
て
推
奨
す
る
の
み
な
ら
す
、
四
品
界
の
椛

威
ミ
し
て
諸
悪
煙
ん
こ
す
る
所
以
な
り
、
ハ
賜
會
翌
行
撰
六
、
○
○
）

　
　
　
　
　
　
お
　
う
　
へ
　
ぬ
　
ゐ

　
　
　
　
働
支
那
之
工
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
日
二
丈
會
編

近
時
支
那
に
於
て
大
規
模
の
機
械
工
業
が
漸
次
興
ら
ん
ミ
す
ろ
傾
向
あ
ろ
は

我
…
樹
支
政
策
上
頗
る
重
要
観
す
べ
・
章
黙
な
り
0
之
に
劉
・
し
て
、
我
が
支
邪
貿

易
の
一
時
の
不
利
を
譲
れ
、
之
ミ
競
孚
し
て
英
勃
興
を
抑
膣
ぜ
ん
ぐ
」
ず
ろ
は

豪
だ
大
局
に
着
目
ぜ
う
も
の
蜜
謂
ふ
べ
か
ら
す
。
勿
論
支
那
に
於
け
る
工
業

の
滴
下
の
欝
め
幾
分
我
，
か
生
産
に
影
螺
賞
を
黛
る
べ
義
・
も
、
　
我
．
か
購
劃
論
文
経
濟
獲

展
の
根
本
方
針
ば
支
那
に
投
資
し
て
篭
池
の
原
料
を
使
用
・
し
工
業
を
起
マ
よ

第
ご
巻
　
　
紹
介
　
　
爾

、
書

り
勝
れ
る
は
な
・
し
。
禽
揚
れ
に
從
事
す
る
警
め
．
多
く
の
本
邦
人
の
殖
畏
を

奨
写
す
る
ば
、
一
躍
説
得
の
頁
策
な
り
。
本
書
は
東
雲
二
丈
含
編
纂
郎
に
於

て
出
版
殺
る
支
那
経
濟
叢
書
の
第
二
巷
に
。
て
、
圭
・
・
し
て
元
農
簡
務
曾
脇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

託
山
田
修
作
氏
の
調
査
に
係
る
。
題
し
て
網
羅
之
工
業
こ
い
ふ
も
、
詑
ず
る

所
隻
響
麓
驚
喜
の
工
業
に
あ
ら
マ
し
て
鍮
ハ
総
門
婁
轡

影
戯
沓
・
籾
め
に
緯
、
熟
、
、
好
争
の
一
般
的
の
事
項
義
明

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
ロ
　
も
　
　
も
　
も
　
へ
　
　
も
　
　
め
　
セ
　
　
な
　
も
　
　
も
　
ゆ
　
ゑ
　
　
も
　
　
や
　
セ
　
セ
　
　
ヒ
　
　
へ

・
三
次
に
綿
業
紡
績
、
毛
織
物
、
燐
寸
、
製
紙
、
製
糟
，
製
鐵
等
の
各
鍮
に

及
び
．
其
各
項
に
就
身
そ
事
業
の
沿
革
、
規
興
雄
産
貨
，
共
に
劉
す
ろ
外

幕
品
、
相
霧
し
關
挽
及
生
産
の
群
言
を
論
述
ぜ
り
。
本
書
の
圭
眼
・
、
」
す
ろ
所

に
並
等
の
多
く
の
工
業
の
申
邦
人
か
支
那
に
於
て
経
管
し
、
成
功
の
見
込
あ

る
り
μ
何
々
な
跨
り
や
、
　
叉
’
盆
一
等
♂
・
本
摺
邦
製
口
囎
ぐ
」
の
關
即
係
如
理
研
等
を
蓮
ベ
イ
、
、
　
我

が
企
業
者
に
資
煙
ん
ミ
す
る
に
あ
り
ミ
錐
も
爾
各
種
工
業
の
崩
曇
現
在
の
藁

相
二
乗
來
に
就
て
も
之
れ
を
記
し
、
癩
ふ
・
・
に
本
害
の
前
牛
に
ほ
一
般
論
例

へ一

ﾙ
｛
ヌ
那
の
工
業
維
轍
繊
ハ
公
憎
珂
及
’
跳
ハ
現
駿
）
ム
ロ
辮
帽
画
業
等
の
誕
事
を
疏
職
ぜ
穴
る

は
士
一
二
経
濟
地
鯉
甜
攣
研
究
の
一
助
六
る
べ
・
し
。
（
同
順
擬
行
三
二
、
○
○
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
や
　
る
　
ぬ
　
も

　
　
　
　
鐙
香
港
事
精
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
省
蓮
商
局
謬

香
港
は
英
國
の
領
有
後
僅
か
に
七
十
五
年
に
過
ギ
、
ざ
る
も
英
園
入
の
不
撹
の

努
力
F
毒
て
、
書
葡
の
論
罪
の
商
轍
を
奮
ひ
イ
．
東
洋
貿
易
の
策
源
地
ε

な
り
、
自
由
港
ミ
し
て
、
叉
中
塗
貿
易
港
、
ミ
し
て
、
最
も
成
功
ぜ
う
も
の
・

一
戎
り
。
ホ
書
は
外
務
．
肴
麺
藺
局
に
於
て
領
事
其
他
の
在
支
那
宮
遡
及
革
國

第
三
號
一
説
五
（
五
二
六
）



第
二
巻
　
維
介
　
醗

書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ル
　
も
　
も

の
官
憲
等
の
調
査
を
墓
礎
ピ
し
て
編
纂
ぜ
し
も
の
、
編
を
分
ち
て
地
理
沿
革

も
　
も
　
も
　
へ
　
も
　
カ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ミ
　
ヘ
カ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
セ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

衛
生
、
政
治
、
財
致
、
治
安
、
港
薩
、
二
三
、
通
億
、
土
木
、
貨
幣
及
金
融

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、

商
串
、
貿
易
、
工
業
、
農
鑛
、
漁
業
、
移
民
及
勢
力
、
敏
育
、
宗
敏
、
井
に

も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

公
盆
施
設
。
在
留
本
邦
人
ご
也
り
。
全
編
三
六
〇
頁
の
内
か
く
多
く
の
事
項

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ

を
網
｝
羅
・
鷲
る
爲
め
地
理
、
　
滑
革
り
部
り
夘
書
津
μ
瓦
三
号
瞬
伊
極
め
て
笛
凹
鼠
r
∵
し
て

而
も
個
々
の
材
料
の
羅
列
に
過
ぎ
す
，
然
れ
ざ
も
此
等
の
事
情
…
を
明
か
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
へ
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
　
　
へ
　
も

ろ
は
本
書
の
圭
眼
に
あ
ら
す
。
商
事
、
貿
易
、
交
通
の
編
の
如
き
は
奮
に
商

業
殖
民
地
ピ
し
て
英
二
人
の
奮
闘
及
成
功
を
示
ぜ
ろ
本
港
の
胱
態
を
知
ら
し

む
る
の
み
な
ら
す
、
本
港
の
南
支
及
束
毘
の
貿
易
上
の
地
位
を
明
か
に
す
る

に
．
資
す
べ
・
し
O
（
啓
成
批
獲
行
違
一
、
五
〇
）
〔
以
上
田
［
中
〕

　
　
　
　
爾
尾
②
、
㌶
コ
㊦
N
℃
ン
●
彰
爲
r
O
≦
～
o
＝
自
O
≦
q
o
”
㎜
噂
マ
ド
W

　
　
　
　
　
　
屋
さ
｝
お
窪
二
器
一
二
δ
目
蔑
。
箕
の
〇
三
げ
6
窪
葺
q
●
図
ゆ
団
摯

　
　
　
　
　
U
9
乙
0
9
眼
い
向
い

　
軍
行
本
叉
に
叢
書
ε
し
て
、
近
時
南
来
に
闘
す
る
碧
述
の
公
刊
ぜ
ら
る
・
、

も
の
共
の
数
甚
砂
か
ら
す
ξ
い
へ
こ
も
、
此
の
害
り
如
き
韻
書
の
一
な
り
茄

の
書
に
も
ε
謡
。
ン
円
践
・
岳
～
く
。
・
霞
。
，
鼠
。
・
の
一
に
・
し
て
、
蒲
も
同
叢

書
既
刊
申
に
あ
り
て
は
唯
一
の
南
米
醐
係
の
書
ミ
す
。
其
の
初
版
は
十
豊
年

蔚
、
西
武
牙
語
を
以
て
也
ら
れ
れ
る
が
、
後
刷
語
に
て
訂
正
増
補
ぜ
ら
る
、

所
あ
り
、
か
く
て
そ
れ
よ
り
英
諜
ゼ
ら
れ
六
る
も
の
が
撃
ち
島
の
書
な
り
、

英
課
初
版
の
年
一
九
二
年
よ
顯
今
日
に
至
る
ま
で
、
既
に
版
を
重
め
る
事

策
三
號
日
五
六
（
五
二
七
）

三
度
に
及
べ
リ
。
思
ふ
に
南
来
旨
饗
は
近
時
に
於
て
も
世
界
の
一
大
問
題
ド

・
し
で
、
塾
葺
ハ
曇
展
ほ
列
強
の
注
目
日
妊
ろ
所
な
り
。
南
米
諸
閥
州
申
帖
験
一
二
の
一
鍛
も
軸
迅

蓮
な
る
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
麗
爾
然
丁
こ
な
す
。
其
の
最
近
の
饗
展
は
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

に
日
本
¢
共
に
、
世
界
中
の
奇
績
ご
構
ぜ
ら
る
、
例
へ
ば
耕
地
の
如
き
は
、

一
九
〇
九
年
に
至
ろ
過
去
四
ケ
年
間
F
、
二
干
五
百
萬
エ
ー
カ
ー
よ
り
一
躍

三
千
五
百
萬
工
ー
カ
ー
ミ
な
り
て
、
七
割
五
分
の
墳
加
を
示
也
り
。
叉
此
の

間
に
於
け
る
鍛
物
攻
獲
の
貨
上
意
二
千
萬
圓
よ
り
一
億
八
干
鯨
萬
圓
に
激
塘

也
嚇
。
さ
札
ば
廿
六
七
二
度
ま
で
は
，
バ
ン
の
原
料
亨
し
て
峯
粉
を
輸
入
亡

六
嚇
し
此
の
國
が
今
や
一
人
一
噸
當
の
生
産
額
を
示
し
、
盛
に
海
外
に
輪
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

す
る
に
釜
れ
ろ
な
り
。
叉
畜
産
を
見
ろ
に
、
過
去
廿
年
聞
に
於
て
、
羊
の
み

け
▽
七
一
R
萬
頭
を
輔
照
岬
し
て
、
山
ハ
干
・
七
百
【
鯨
萬
藺
m
霊
な
れ
る
も
篭
　
一
般
に
多
大
の
檎
殖

殖
を
示
・
し
，
牛
は
三
百
鹸
頭
を
塘
・
し
、
其
の
他
に
も
二
百
鯨
萬
頭
の
塘
鐵
を

見
る
も
の
あ
ろ
程
に
て
、
全
家
畜
の
旧
格
は
蟹
に
廿
慮
園
電
見
積
ら
る
顛
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
、
、
、

な
紗
ε
い
ふ
ぺ
・
し
。
既
の
書
ほ
即
ち
蕊
二
三
丁
の
農
作
物
及
其
の
加
エ
騎
囎
、

齢
酔
鋤
壁
に
塾
そ
、
正
確
な
る
統
計
に
よ
り
て
之
義
述
し
、
（
第
二

第
三
章
）
貿
易
及
金
融
機
關
等
を
論
ご
（
第
三
章
）
最
後
に
財
政
上
の
研
究
を

試
み
辺
り
（
弟
四
章
）
此
等
は
何
れ
．
も
一
地
理
墨
研
　
究
ト
一
参
考
す
べ
吾
、
灰
甚
だ
多

し
・
而
も
全
奮
約
三
分
2
を
診
ろ
慰
撒
，
⑳
塚
、
馨
雀

　
　
し
ぬ
　
ヘ
　
へ

ぬ
　
へ

移
入
民
ミ
拓
殖
（
第
一
章
）
の
部
門
は
極
め
て
意
義
深
き
文
字
あ
ろ
を
認
め
し

む
。
嘗
中
に
取
扱
に
れ
れ
ろ
統
計
上
の
二
字
は
、
英
課
勧
叛
の
年
に
於
て
に


